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1．背景と研究目的 

CsCl水溶液中で液中プラズマ法[1,2]により作製した Auナノ粒子(AuNPs)は、平均粒子径 2 nm程度で生

成した後、その NPsコロイド溶液を室温で放置してオストワルト熟成を促すことで、時間経過に伴って

平衡の粒子径まで成長する。既往の実験で、平均粒子径 13 nm に成長した AuNPs をリンスして乾燥さ

せた試料に対し、Au-L3と Cs-L3吸収端の NEXAFS 測定、および、Au-L3吸収端 EXAFS 測定を行った。

NEXAFS から、AuNPs のほとんどが Au で構成されており、その中に Cs が単原子で微量に取り込まれ

ていることが分かった。EXAFS からも同様の結果が示唆された。一方で、AuNPs はコロイド溶液とし

て作製されたことから、水の存在下での NPsに対して解析を行うことが重要と考えられる。そこで、本

研究の目的は、水の存在下における AuNPsの化学状態や局所構造を解明することである。 

 

2．実験内容 

CsCl水溶液中で対向させた Auロッドの間にプラズマを発生させ、AuNPsコロイド溶液を作製した。

このコロイド溶液を室温で放置してオストワルト熟成を促し、平均粒子径 13 nmの AuNPsを調製した。

続いて、AuNPsに結合していない Csを除去するために、AuNPsコロイド溶液に対して遠心分離を行い、

沈殿した NPsを別容器へ分取した後、その別容器へ超純水を追加することで NPs をリンスした。このリ

ンスの操作を複数回行った後、遠心分離により AuNPsを濃縮させた。溶液中で AuNPsが均一に存在す

る状態を作るために、リンス及び濃縮後の AuNPsコロイド溶液を溶液セルに入れてピペットで撹拌した。

撹拌直後に、60秒、300秒、600秒の Au-L3吸収端 Quick XAFS 測定を BL5S1 で透過法により行った。 

 

3．結果および考察 

Fig.1 に、リンス及び濃縮後の AuNPs コロイド溶液に対する 60 秒、300 秒、600 秒の Quick XAFS 測

定から得た EXAFS 振動を示す。300 秒のスペクトルは 60 秒と形状が同じで、S/N の向上のみが見られ

た。一方、600秒は 11 Å-1付近から高波数側にか

けて、それらスペクトルと形状が異なっていたた

め、溶液中の AuNPs の濃度が時間経過に伴って

変化したと言える。よって、本溶液試料を XAFS

測定するときは、長時間よりも短時間での測定の

方が望ましいと分かった。また、300秒で測定し

たAuNPsのEXAFS振動から得られた動径構造関

数は、試料の不均一性に由来するゴーストピーク

がほとんど見られなかった。 
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Fig.1 AuNPsコロイド溶液に対して各秒数で Au-L3

吸収端 Quick XAFS 測定して得た EXAFS 振動. 
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